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This paper is an essay on出emoderni匂Tof Charles-Edouard Jeanneret (Le 
Corbusier) 's "Dom-Ino" ideas (1914). 
First， we clarified the general characteristics expressed in the "Dom-Ino" 
standard skelton out of出e"Dom-Ino" houses. Second， we tried to c1ar均r出e
"Dom-Ino" ideas仕oma technical side and an ideal side. At last， we tried to 
undぽ stand出e"Dom-Ino" ideas as a modernistic presence. 
As a result， itwas proved出atJ eanneret (Le Corbusier) combined a structural 
technique and an architectural id白 inthe "Dom-Ino": futhermore， an extensible 
possibility of the "Dom-Ino" signified an interesting aspect of the most modemistic 
ideas. And he separated the wall from the structural skelton， creating the pure 
int町 iorspace and the geometrical exterior as "le volume". 
Keys匂IJ"ds: Ch. -Ed. Jeanneret， "Dom-Ino"， Structural Technique， Architectural Idea， 
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1 .はじめに
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1911年に帰する「東方旅行 (voyage d 'Orient) Jの後I)、シャルル=エドゥア』ル・ジャンヌ
レ (Charles-EdouardJeanneret， 1887・1965) は、故郷のラ・ショー=ド=フォンに戻り、 1912年
になって、 「美術学校 (ecoled'art) Jに創設された「新設科 (nouvellesection) Jで教鞭を執る
こととなった2)。しかしながら、この「新設科Jは、創設当初からラ・ショー=ド=フォンの社会
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主義的民主主義の政治的指導者によるほ抗や「美術学校j 内部での反発にあい、 1914年に至って
閉鎖を余儀なくされた3)。それから後、 1917年に、ジャンヌレは故郷を離れパリへと赴くことに
なるのであるが4) 、第」次世界大戦を挟むこの1912年から1917年までの問、彼は、先の教職をは
じめとして、設計、事業投機の組織化、執筆等、さまざまな活動を展開しているのである5)。
本稿は、この1912年から 1917年に雫る期間のジャンヌレの活動のなかでも(とりわけ後のル・
コルビュジエの理念にとってさえも)、大きな重要性を有すると思われる 1914年の「ドム=イノ
(Oom-Ino) Jに関する考察である。ジャンヌレのなかで fドム=イノ j の構想が始まるのは、
「美術学校j の「新設科Jが閉鎖され、第一次世界大戦が始まった1914年のことである。
ジャンヌレ(ル・コルビュジエ)の Iドム=イノ」についてはすでにさまざまに語られ、このシ
ステムの有する重要性が自明のものとなっているのは疑い得ない。しかしながら、このシステムを
それが有する近代性という視点で捉えようとするとき、それはこれまでとは違った様相を呈するの
である。さらには、近代的な産物としての「ドム=イノ j を仲介とする前後の理念との関連で、
ル・コルビュジエの建築理念がょの詳細に捉えられることとなるのである。本稿は、ジャンヌレの
「ドム=イノJに内在する近代的思考を表明化しようとする試みである。
2. ドム=イノJ型標準骨組について
「ドム=イノ」型住居は、ル・コルビュジエの『全作品集(伍uvrecomplete) Jに掲載された青
年期の作品(通例、 「ドム=イノ」システムとして扱われるものはその理念を表わした概念図のよ
うなものである)のひとつである 6) r rドム=イノJ型標準骨組、大規模な大量生産の実現に
向けてj と附されたドローイング7)は、その単純性のゆえにさまざまに議論されるようなものであ
り、三枚の床板(スラプ)とそれを支持する 6本の柱、そして、それぞれの板の一端を欠き取って
スラプを繋ぐ階段で構成されている。
「ドム=イノ (Oom-Ino)Jという名称の由来は暖昧であるが則、ジャンヌレによる「ドム=イ
ノ」に関連するドローイングのなかには単に「ドミノ (OOMINO)Jと記されているものも存在す
る9)。それゆえ、 ドミノ・ゲームと同様の、無限の繋がりを示唆するものとして10)また床板に柱
が描かれただけのその平而がドミノ牌の 4番または6番と類似するがゆえに、この名称が与えられ
たと推察されることになるのである 11)。
ここで、 『全作品集』におけるル・コルビュジエによる記述からは、上記の事柄を含意するよう
な「ドムェイノ」の特性が理解される。 rドムニイノ Jは第・次世界大戦における 1914年9月の
フランドル地方の荒廃を復興するためのものであった。大戦は 3ヶ}]で終わり、その後、大規模な
再建計画の構想が予想、された。
その再建計画の際に必要とされるような「ドムニイノ」は「住居lfI"凶の諸機能を定全に白立可能
にする荷造システム一一骨組一一一J12)の構想、に基づくものであり、その骨組は「ただ単に床と階
段を支えるJ13) ものであるとされている。ここでは、 「床と階段を文えるJための柱の存u:が暗
に示されていると捉えうる。つまり、この骨組は、柱によって文持される床とそれぞれの床を繋ぐ
ための階段で構成され、それぞれの要素は「規格化された要素J}t1)なのである o さらにこのシス
テムは、 「いくつもの住居の統合において大きな多様性を l可能ならしめるJ15)のである。牲と床
からなる平面がドミノ牌の模様と類似していることは明らかであり、また個のユニット(つまり、
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「ドムニイノ j 型標準骨組、さらには」枚のドミノ牌)がさまざまに拡張されることによって無限
の可能性が引き出されるようなものなのである。
また、 1923年にまとめられたル・コルビュジエによる『建築をめざして』の「量産住居
(maisons en serie) Jと題された章において、 fドムニイノ j 型標準骨組の展開されたかたちと
しての「ドム=イノ J型住居に関連する多くのドローイングが掲載されている 16)。そこでは、経
済的な合理性から.r一定の要素で作成され、実験室での実験によって試験された均質な人工材料に
よってJ17) (コンクリートや鉄によって)工業化を計ることから量産住居が得られ、それに付随
して、 「規格化されたもの、つまり型の探求J18)が必要とされ、構成要素の統ーという意味での
型の創造から美へと導かれるということが示唆されている。ここで「ドム=イノ j 型標準骨組は、
規格化された型として多様な組み合わせによる住居群を構成する際の基礎をなすものであることが
理解される。
そして、それぞれのドローイングに附けられた注釈には、外壁や間仕切りに荷重支持がないこ
と、量産の窓、や量産の戸棚、それらが共通の尺度によって生産されること、また、 Tl去や材料につ
いても詳細に記述されている。しかしながら、 『全作品集』においても、 『建築をめざして』にお
いても、 「量産Jや「標準寸法」という語が多用されるわりには、 「ドム=イノ」型標準骨組の寸
法を明記したものは見出せない。
これに関しては、ジャンヌレが Iドム=イノ j のための定型的な規模やモデュールの設定を必要
としていたことが指摘されており 19) 、 「ドム=イノ j 型標準骨組は『ブレシジョン
(Precisions) ~に著された r1929年 10 月 10 日(木)の理工科大学における第 4 回講演 J 20)にお
いて確固たる寸法を与えられているのである。 r6本の支柱、三枚の床板、そして、階段。寸法:
6 x 9メートル。 4メートルという標準的な間隔で規格化された支柱;両側に、片持ちスラプの張
り出し、 4 4=1メートルの突出部分J21)。とれに続けて、この Iドム=イノ」型標準骨組の
考案が先行し、それによって他の要素、つまり、扉や窓、戸棚の標準的な寸法が決定されていくと
いうことが記述されるのである。 r…規格化された天井高や柱間寸法の恩恵により扉、窓、戸棚が
簡単に取り付けられるのですJ22)。乙のように「ドムニイノ J型標準骨組は、何よりも先行し、
これによってすべての要素が決定されるようなものであることが理解されるのである。
3.構造的な骨組としての「ドム=イノ」
『全作品集』には、 「ドム=イノ j 型標準骨組のドローイングの上に、その構造を示すような
「骨組の垂直断面図」が 2枚、そして「天井伏図Jと「基礎図」が掲載されている 23)。また、
ル・コルビュジエによる記述からは、彼がその構造にも関心をよせていたことが理解される。そこ
では、この骨組が「型枠なしでJ24)つくられることが記され、さらに詳しく、 「それは特別な架
設の問題であり、それぞれの支柱頂部に固定されたリングに仮設的に引っかけられた 2重のT型小
梁による非常に単純な足場によって、 上面とド面が決定的に滑らかな床を打設することを可能なら
しめる。コンクリートのそれぞれの支柱は、基礎部分に埋設され、その上部の枠組みのシステムと
ともに掘え付けられるJ25) ことが記されている。また、続く記述からは、 「ドム=イノ」型標準
骨組が真に自立的な構造骨組であり、その骨組自体が荷重を支えるがゆえに、外壁や間仕切りの材
料の良否は問われないことが記されている。
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このように一見したところ、その骨組の構造については何の問題もないようではあるが、それが
決定されるまでには多くの難題があったようである。そして、ジャンヌレが提示する「ドム=イ
ノJの構造についての多くの難題を逐一解決していったのは、構造技師であるマックス・デュ・ボ
ワ (MaxDu Bois， 1884-1989)であった26)。デュ・ポワは、ジャンヌレよりも 3歳年長で、ジャ
ンヌレが「美術学校j で建築を学んでいたときに、チューリッヒ工芸学校で補強(鉄筋)コンクリ
ー卜・デザインを修学していた27)。
デュ・ポワとジャンヌレとの最初の共同は、 1914年12月におこなわれた「ジュネーブ近郊、ロ
ーヌ河に架けられる、ピュタン橋J28)の設計競技においてであった29)。特筆すべきは、この設
計競技において、なんらの技術的背景をも持ち得ないジャンヌレが、技術者としてのデュ・ポワに
全面的に頼っていたということである。このとき、ジャンヌレが描いたのは『全作品集』に掲載さ
れている 3連アーチからなる古代ローマ風のスケッチだけであった30)。つまり、構造的な問題は
ほとんどすべてデュ・ポワが解決していたのであった。
このビュタン橋の設計競技の終了とともに、ジャンヌレは「ドム=イノ j の計画に集中し、
1914年の10月から11月にかけて、ジャンヌレはデュ・ボワとともに r-...体的な (monolythe)J 
構造システムの開発に専心することになった31)のである。ここでも、デュ・ポワはビュタン橋の
設計競技の時と同様の役割を果たしたのである。ジャンヌレの目的は、コンクリートが流し込まれ
る仮設の木造型枠を組み上げるという過剰労働を排除することによって、現場での大量生産を達成
することであった。また、彼は、 『全作品集』の記述からも理解されるように、完成したスラブの
下面が滑らかであるべきだとし、さらに、水平なスラプと雫直な柱が直角に接続されることを求め
た。これらの要求から決定された「ドム=イノ J型標準骨組はその構造の複雑さのゆえに、真に
「一体的なJものとはなり得なかった。
ジャンヌレが残した「ドム=イノ」型標準骨組の構造に関連するドローイング32)では、 I明撲
の間に中空ブロックを組み込むことが示唆されている。このことは、その l型梁の荷重が中空ブ
ロックの荷重と合わさり(この中空ブロックはかなりの自重を有するものであったようだ)、 卜分
に養生された強固なコンクリートの支柱が必要とされる33) という問題を引き起こした。また、こ
の「ドム=イノ j 型標準骨組の構造が「一体的なJものでないということに付随して、この骨組が
片持ちスラプの構造効率を主張し得ないという事態をも招くこととなった34)。このように、 「ド
ム=イノ j 型標準骨組の構造はかなり疑わしいものであり、デュ・ボワによれば、その骨組の実現
の目的は、将来的に、補強(鉄筋)コンクリートにおける現場施工の組立式工法を確立することで
あったとされるのである35)。
4. ジャンヌレによって求められた『ドム=イノ」の様態
「ドム=イノ j 型標準骨組の技術的側面が幾分疑わしいものであるとするならば、このシステム
によってジャンヌレが求めたものはなんだったのであろうかという疑問が生ずる。
ひとつは、明らかに、この「ドム=イノJ型標準骨組がさまざまに拡張され、いくつもの平面=
型が得られるということであろう 36) 0 ドム=イノ j 型住居のドローイングは二つの明瞭なカテ
ゴリーに分類される37)。ひとつは核家族または 2世帯のための単一の「ドム=イノ j による住居
であり、もうひとつはしばしば大きなU字型をつくり 2階建ての住居群を形成する拡張された「ド
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ム=イノJへの展開である。 r全作品集』に掲載されたドローイングは(標準骨組の図と構造的な
図以外は)、そのほとんどがその「ドム=イノJ型標準骨組が展開された住居(群)に関連するド
ローイングである。そこには rrドム=イノ」型敷地割J38)が示されており、それらは個々の枠
組みのなかに柱と階段が記入されただけの「ドム=イノ j が、街路とともに配置されたものであ
る。そして、この配置計画は田園都市の配置に見られるように中庭を中心として構成されるている
のである。さらに、このような配置計画によって創り出される住居群に関して、 『プレシジョン』
のなかで、ル・コルピュジエがフィレンツェ近郊のガルッツオに建つエマの僧院をその研究の発端
としている39)と回想しているととは興味深い事柄である。
もうひとつは、単に床とそれを支える柱からなる自立的な構造システムを確立することによっ
て、内部・外部でともに壁が構造的な荷重を支持しなくてもよいということであろう。これは、後
のル・コルピュジエによる「自由な平面」また「自由なファサードJの理念につながるものである
が、それ以前に、このような向立的な構造システムは建築の祖型としての意味を持ち得、荷重を支
持しない壁は内部空間における光の問題を解決することになるのである。この「ドム=イノJ型標
準骨組は「内部の配列の無数の組み合わせを可能とし、ファサードにおいて思うだ吋の採光が完全
に取られるJ40)ためのものなのである。
また、先の、片持ちスラプが十分な構造効率を主張し得ないという事実は、この骨組における他
の側面を示唆しうる。この片持ちスラブ、換言すれば、柱のセットパックは、柱そのものを見せる
ことの試みであるのではないかと指摘されている41)。それは、 「ドム=イノ」型標準骨組の柱
が、当時すべてのコンクリート構造の柱に付加されていた隅切りや持ち送りを持たず、またリプ梁
をも持ちえないという事実からも推察されるのである。 rドム=イノJ型標準骨組に描かれた柱を
その当時建設することはきわめて困難であった42) にもかかわらず、その柱は単なる角柱状のもの
として表現されている。また柱と同じように、その床板(スラプ)に求められているのは、 [上面
と下面が決定的に滑らかな床を打設することJ43)であった。ジャンヌレによって本来的に「ドム
=イノ j 型標準骨組の各要素に求められたものは、究極的な形態がもっとも単純であり、すべてを
はぎ取られた「柱」と「床j というの純粋な表現にあった44) といえるのではないだろうか。
5.近代性の表象としての「ドム=イノJ
1910年に、ジャンヌレは「芸術家のアトリエJのスケッチを描いている45)。このスケッチは、
ジャンヌレがこれ以前にラ・ショー=ド=フォンで設計した住宅(ファレ邸 (villa Fallet， 1906-
07) をはじめとし、シュトッツアー邸 (villa Stotzer， 1908) とジャクメ邸 (villa Jacquemet， 
1908) )とはまったく異なった様相を呈するがゆえに興味深いものであった。それは、単純な立方
体によって構成され、それゆえフラット・ループを有するような革新的なものであった。また、そ
のスケッチへの影響として、ジャンヌレが1902年から 1908年までの聞に読んだとされる『明日の
芸術 (L'art de demain) Jという著作における「立方体の建築 (architecture ((cubique)) ) Jとい
う理念とエマの僧院の形態的特徴からの影響を指摘し得た。そして、ル・コルビュジエの『建築を
めざして』のなかの「建築家各位への三つの覚書j のうち「ヴォリューム Oe volume) Jと「面
(la surface) Jの理念に触れ、このスケッテの有する近代性の萌芽が辿られた46)のであった。
しかしながら、この「芸術家のアトリエJのスケッチを描いた時点で、ジャンヌレはそれを現実
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に移すことができなかったということは否定できない事実である(実際にそれが建設されることは
なかった)。ここでは、未だ暖昧な部分は有するものの、近代的な理念は確立され得たが、その理
念を現実化するための技術をジャンヌレは得ていなかったのである。
「芸術家のアトリエ」のスケッチから rrドム=イノ J型住居」に至るまでに、 4年が費やされ
た。 rドム=イノJ型住居あるいは「ドム=イノJ型標準骨組は、大戦による荒廃の復興を1:1指す
という意味で、最初から、その実現可能性が要求されていた。しかもそこには大規模な大量生産の
可能性が望まれていた。
ジャンヌレはこのような技術的な側面を「ドム=イノJ型標準骨組という構造骨組の構想、によっ
て解決しようと試みた。そして、デュ・ボワの技術的支援により、いささか疑わしい方法ではある
が、粁余曲折を経て、彼はそれに対して彼独自の答えを出したのであった。とこで、もちろん、大
量生産の可能性やそれに付随する各構成要素の規格化・標準化という思考は近代に特徴的な思考で
ある。しかしながら、ジャンヌレにとっては、 「ドム=イノJによってはじめて、彼の理念とそれ
を現実化するための技術が一致した47)のであり、このような理念と技術とが連動する過程が、他
でもない、近代化の重要な過程なのである。
また、 「ドム=イノ j 型標準骨組とそれが有する拡張可能性は、単数的存在(つまり、骨組とい
う型)を交換可能なものにする過程であると捉えられる。そして、このことは、大地に根付いたも
の、根拠を与えられたものを根こそぎにして流動的なものにするのである。ここでは近代化にとっ
ての重要概念である「脱領土化Jつまり関係性を抽象化して取り替え可能なものとすることの連続
的過程が暗ぶされていると捉えられるのである。そして、拡張され得る、本質的には同ーのもので
ある骨組としてのそれぞれの型の問の関係は、もはやオリジナルと偽造物という関係ではなく、そ
こでは等価性と中立性が存在するのである。ここにも「ドム=イノ」における近代化への方向性が
垣間見えるのである。
さらに、この「ドム=イノ」型標準骨組におけるもっとも単純な柱ともっとも単純な床という理
念は、視覚の問題とさらには空間の問題と結合する。ル・コルビュジエは建築の内部空間における
重要な視覚の要素として壁と天井を挙げている48)。純粋な形態が与えられたヴォリュームをその
内部において知覚するために、その墜と天井(さらには床)は純粋に平坦な面の美学的な価値の再
発見を必要としていたのである19)。そして、 「芸術家のアトリエJの1枚目のスケッチ(1910年
1月24日付けのもの) 50)が示すように、外部においてもそれぞれのヴォリュームのそれぞれの両
の自由な操作可能性が必要とされ、その基礎となるのは f立方体の建築j という理念であった。
fドム=イノ j において、床板は上面も下両もともに滑らかであり、壁は構造的な荷重から解放さ
れている。それゆえに床も壁も天井さえもが、人間の日が捉えるのに相応しく造られうるのであ
る。そして、自立的な構造としての fドムヶイノJの概念は、建築を構成する、単純な形態を与え
られたヴォリュームをヴォリュームとして成り立たせるようなものである。つまり、最初にマッス
で構成されるようなル・コルビュジエの建築がこの概念によって、明確にヴォリュームとして把握
されることになるのである。
以上見てきたように、ジャンヌレ(ル・コルビュジエ)の「ドム=イノ」の理念は、定型として
の骨組を確立するものであり、その骨組は拡張可能なものであることが理解された o ジャンヌレ
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は、どちらかといえば、その理念的側面に関心をよせていたようであるが、デュ・ボワという並外
れて協力的な技術者をともない、その技術的側面をも解決し得たのであった。ここに、近代性の重
要な様相一一理念と技術の統合が見出されるのである。
さらには、 「芸術家のアトリエj のスケッチから「ドムニイノ J を経て、 1923年の r1 e 
volumeJ と rla surfaceJ の概念へと続く、ル・コルビュジエの思考の近代化への過程が辿られた
のである。
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